
完了報告書兼事後評価報告書

1. 基本情報

(1)事業名住民主体の持続可能な復興まちづくり事業

(2)団体概要
代表理事：八巻員由

団体ビジョン：すべての人が生きたい未来を自由に思い描き、語り合い、自らの手でつくり出せる社会

主な事業：人材育成事業・まちづくり事業・コーディネート事業・移住定住事業・創業支援事業・災害支援

事業

(3)実行団体名 一般社団法人YOMOYAMA COMPANY 

(4)設立年月日 2017年4月1日（一般社団法人化2019年1月21日）

(5)新型コロナウイルス対応緊急支援助成（通常枠での追加助成）の有無 無

(6)提出日 2022年4月13日

2. 事業概要

(1)実施時期
2020年5月～2022年3月

(2)対象地域
宮城県丸森町

(3)事業対象者
・直接的対象者グルー プ

丸森町各種まちづくり団体、 連携会議参加者、 人材育成事業参加者

・間接的対象者グルー プ
丸森町民

(4)総事業費（ラち評価関連経費）
14,552,222円（うち評価関連経費547,380円）

(5)社会課題
丸森町では台風19号により死者10名、 行方不明者1名、 住家被害は5,300世帯中2,374件の

被害を受けた。 被害額は総額61億円にものぼる見通しとなっている。 被災により丸森町は
災害前から直面していた人口減少や産業の衰退等、 数々の地域課題が今後急速に深刻化して
いくことが予測される。 さらに、 復旧復興活動は現在外部支援団体がその大半を担ってお
り、 継続的に活動できる地元住民が著しく少ないことも課題である。

ー



丸森町が被災者の生活再建へ向けた行政的支援を行うほか、 炊き出し、 仮設支援、 心のケ

アなど外部支援団体がそれぞれが独自の活動を行なっているが、 支援者間での情報共有や連

携の不足が被災者ニーズと支援機関とのマッチングの遅れに影響を及ぼし、 横断的な支援が
できていない状況がある。 また、 丸森町では台風の被害状況を受け、 行政予算の配分方針に

ついて修正を余儀なくされた。 ハー ド面の支援予算を優先的に確保するためソフト事業は大
幅に削らざるをえず、 支援のムラが発生している。 中でも人材育成については、 必要性は認

識しつつも、 限られたリソースの中で、 町としても踏み切れない現状がある。

(6)事業実施の目的
人口減少も進行するなかで、 復旧復興活動は現在外部支援団体がその大半を担っており、

継続的に活動できる地元住民が著しく少ない。 これからの長期的な復興まちづくりに向け
て、 住民の地域参画の機会を創出し、 主体的にまちの復興を担うことができる地域の担い手
の発掘育成と繋がりの場作りを行うことで、 地域内の活動人口増加を目指し、 持続可能な復
興まちづくり体制を整備する。

(7)短期アウトカムの総括
・協働連携できるネットワ ークが整備され被災者が抱えている課題を解決するための取り組
みが実施されている。

・活動人材が発掘・育成され、 課題解決へ向けたチャレンジの芽が育ち始めている

•まちづくり交流拠点が認知され、 日常的に相談やニーズが持ちかけられたり、 復興活動の
ハブとして機能している

• 30件以上の個人／団体からなるネットワ ークができ、 復興課題解決に向けて協働連携でき
る基盤が整備できた。
•伊達ルネッサンス塾では、 8名の塾生が半年間のセミナーの中で、 各々が自身の思いを

ベースとしたプロジェクトを描き、 実際に実践している。 それぞれの講座を通してのべ300

人以上の住民及び地域内のプレイヤーが学び、 個々人が抱えていた思いを実際の行動に繋げ

たほか、 課題に向き合い、 活動を応援しあう機運を高められた。 その中で、 自立的に活動を

起こし、 自発的に周りと連携しながら今後も継続して丸森町で活動を実践していくことが予
想される人材が10名ほど輩出された

・活動人材から一般町民までのべ2,528名以上の利用があった。 情報やリソースが拠点に集

約され、 町民のまちづくりへの興味関心から行動に繋がるきっかけを創出し、 実践の場とし

ても活用された。

(8)具体的な活動の内容と写真

《復興コ ー ディネート活動》

被災者支援と復興課題解決に関わる個人／団体の連携促進と課題解決支援のため、 連携会議や
継続的なヒアリング、 必要に応じたサポー トを実施した。
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（↑「丸森まるまる円卓会議」復興まちづくりについて関心のある住民／団体が集まり
インプットや交流を深めた）

《人材育成》
課題解決活動を起こす個人を増やす機会と、復興活動において有効に機能するスキルアップを図るた

め、 対象者の課題意識の具体性やスキルの状況に合わせた講座の企画運営を行った。
• 伊達ルネッサンス塾

若者が自分を深掘りながら地域について学び、自分の人生と地域の復興課題の解決
を重ね合わせて「マイプロジェクト」を描く社会人向けの地域活動実践講座「伊達ルネッ
サンス塾」を企画運営した。

（↑自分自身の原体験と接続したプロジェクトを描き、 思いを語る塾生）

• 四方山大学

災害についての基礎知識や防災、復興活動の実践において活かせる具体的な学びを

地域コミュニティ全体で共有し、活動人材のスキルアップを図った。
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